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公
明
算
沖
絹
不
発
碑
処
理
対
乗
調
査
団
の
廉
順
治
団
長

（副
代
表
）
と
遠
山
溝
ラ
参
暁

議
員
、
自
保
台

一
沖
縄
方
面
議
長
ら
は
１
月
２８
、
２９
の
両
日
、
沖
健
戦
で
再
い
ら
れ
た
不

発
弾
処
理
の
現
状
を
調
査
す
る
た
め
、
同
県
内
の
関
連
施
設
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
闇

係
者
と
意
見
交
換
し
た
。
こ
れ
に
は
糸
洲
朝
則
、
金
城
勉
、
上
原
章
の
各
県
議
と
喜
舎
塀
一

盛
三
、
糸
数
昌
洋
の
両
那
覇
市
議
、
伊
波

一
男
宣
野
湾
市
議
が
参
加
し
た
。

〃鉄
の
暴
鳳
″
と
言
わ
れ
る

沖
縄
戦
で
は
、
国
米
双
方
の
戦

闘
で
約
２０
万
ヂ
の
弾
薬
が
用
い

ら
れ
、
う
ち
約
１
巧
、ン
が
不
発

弾
と
み
ら
れ
て
い
る
。
陸
上
自

衛
隊
の
手
で
毎
年
約
３０

ン
‐、
が
処

理
さ
れ
て
い
る
が
、
今
も
約
２

４
０
０
す
が
地
中
に
眠
り
、
す

べ
て
処
理
す
る
に
想
８０
年
以
上

か
か
る
と
さ
れ
る
。
１
９
７
４

年
に
は
、
那
覇
市
内
の
幼
稚
園

で
工
事
中
に
不
発
弾
が
爆
発

し
、
園
児
や
通
行
人
な
ど
４
人

が
犠
牲
に
な
る
痛
ま
し
い
事
故

モ
起
き
て
い
る
。

２８
日
、
現
地
を
訪
れ
た
調
査

回
の

一
行
ほ
伴
井
真
弘
多
知
事

と
意
見
交
換
し
た
こ
こ
の
中
で

知
事
は
、
不
発
弾
処
理
に
県
や

地
元
市
町
村
が
多
大
な
負
担
を

強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
　
一国
の
予
算
を
増
や
し
、

（処
理
を
）
加
速
さ
せ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

一
行
は
こ
の
後
、
那
覇
市
内

の
陸
上
自
衛
隊
第
１
混
威
団
を

訪
間
し
、
第
１
０
１
不
発
弾
処

響
隊
の
宮
田
英
徳
隊
長
か
ら
不

発
弾
処
理
の
現
状
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
同
隊
ほ
笛
人
で

構
成
さ
れ
、
２
０
０
６
年
度
の

出
動
回
数
は
３
３
９
回

（
７２
年

の
本
土
復
帰
後
１
万
４
５
３

回
）
。
富
田
隊
長
は

「不
発
弾

の
危
険
性
を
県
民
に
地
道
に
訴

え
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
て
い

た
。
東
団
長
ら
一は
自
衛
隊
の
任

務
を
心
か
ら
ね
ぎ
ら

っ
た
。

さ
ら
に
調
査
団

一
行
は
、
自

衛
隊
が
回
収
あ
る
い
は
安
全
化

し
た
不
発
弾
を
保
僅
す
る
不
発

弾
保
管
庫

（
読
谷
村
）を
視
察
。

翌
２９
国
に
は
、
米
軍
キ

ャ
ン
プ

・
シ

ュ
ワ
ブ

（名
護
市
）
の
不

発
弾
爆
破
処
力
場
を
訪
れ
た
。

２
日
間
の
国
程
を
終
え
、
県

議
会
内
で
記
者
会
見
し
た
東
団

長
は

「沖
縄
の
戦
後
は
終
わ

っ

て
い
な
い
。
観
光
立
県
を
め
ざ

す
沖
縄
の
戦
後
処
理
と
し
て
、

国
が
責
任
を
持

っ
て
不
発
弾
処

理
の
加
速
化
を
図

っ
て
い
く
ベ

き
だ
」
と
強
調
。
市
町
村
が
行

う
不
発
弾
処
理
の
国
庫
補
助
率

（現
行
２
分
の
１
）
の
引
き
上

げ
を
提
言
し
た
。

ま
た
、
海
洋
汚
染
時
止
を
目

的
と
す
る
ロ
ン
ド
ン
条
約
の
規

制
強
化
に
伴
い
、
昨
年
４
月
か

ら
海
洋
投
棄
に
よ
る
最
終
処
分

が
禁
止
さ
れ
、
こ
の
た
め
今
後
、

海
洋
投
棄
分
の
最
終
延
角
は
長

間
委
託
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
関

し
東
団
長
は

一国
が
安
全
確
保

に
築

め
る
べ
き
ｔ

一
Ｌ
ホ
表

一
ｔ
一一

青
、
民
間
委
託
さ
れ
る
不

発
弾
の
最
終
処
分
に
参
入
し
、

そ
の
収
益
を
難
病
の
子
ど
も
た

ち
に
役
立
て
る
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

創
設
を
め
ざ
す

「県
民
の
手
に

よ
る
不
発
弾
の
景
終
処
方
矛
差
、

え
る
会
」
倉
一（志
堅
隆
松
代
表
）

の
活
動
に
つ
い
て
、
東
団
長
は

「戦
争
で
犠
牲
に
な

っ
た
命
も
、

生
き
た
い
と
願
う
難
病
悪
者
の

命
も
、
両
方
が
救
わ
れ
る
景
い

発
想
だ
」
と
語
り
、
不
発
弾
探

査

へ
の
参
入
を
支
援
し
て
い
く

考
え
を
示
し
と
。

党
調
査
団
が
現
地
調
査

補助率引上げ、安全確保
など提起

▽
東
副
代
表
と
遠
山
、自
保
氏
ら
△
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会
見
す
る
党
調
査
団
長
の
東
副
代
表

（正
面
室
小
ら
３
ヘ
ロ

ャ
ら
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陸 上 自衛 隊 で説 明 を 受 け る東 副 代 表 (正面 右 か ら
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